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資 料

ヒノキ造林木における剥皮害防止資材の検討

―根張り部分の剥皮に着目して－

Examination of the materials for control of stripping of Hinoki cypress bark by Sika deer: 

A special focus on debarking of root swelling

福本浩士 1)・佐野 明 1, 2)

Hiroshi Fukumoto 1) and Akira Sano 1, 2)

要旨：三重県三重郡菰野町の37年生ヒノキ人工林において，ポリエチレン製ネットを造林木の根張り

部分を含めて樹幹に巻きつけたシカ剥皮害防除効果試験を行った．その結果，ポリエチレン製ネット

設置後21ヶ月間の防除効果を確認できた．また，ポリエチレン製ネットは変形や劣化することが無

く，その耐久性を確認できた．

キーワード：ニホンジカ，根張り，剥皮害，ポリエチレン製ネット

Abstract: We examined effectiveness of wrapping a polyethylene net around the trunk and around the root 

swelling for the control of stripping of Hinoki cypress bark by Sika deer in Komono, Central Japan. We 

confirmed the effects during 21 months after setting up of a polyethylene net. We also confirmed the durability of 

polyethylene net, because no deformation and degradation of the net were observed during the examination.
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はじめに

ニホンジカ（以下，シカ）による林業被害は，造林木の枝葉の採食（browsing），樹皮の採食（bark 

stripping），角研ぎ（fraying）に分けられる（Gill, 1992）．枝葉の採食害はおもに植栽後の幼齢木にみ

られ，造林地全体を防除資材で覆う（青井ら，1994；鍛冶ら，2010；宮島，1998），忌避剤を造林木

に噴霧する（池田，1996；池田ら，2000；金森ら，2000），単木的に造林木を防除資材で覆う（金森ら，

2000；宮島，1998；住吉・田實，2002）などの方法を用いた被害防除が行われている．一方，樹皮の

採食は幼齢木と壮齢木にみられ（尾崎・塩見，1998；Oi and Suzuki, 2001；Ueda et al., 2002；宮島・草野，

2003；Nagaike and Hayashi, 2003；尾崎，2004；Akashi and Terazawa, 2005；Jiang et al., 2005），剥皮さ

れた部分から木材腐朽菌が侵入した場合には，材部が変色・腐朽するなどの材質劣化が生じる（徳田，

2004；陶山ら，2005；陶山，2007）．この場合，造林木が枯死に至ることは少ないが，木材単価の高

い元玉に被害が生じることから林業経営に支障をきたす（和口ら，1995）． 

ニホンジカの剥皮を防ぐために，これまでに様々な人工物を造林木の樹幹に巻き付ける方法が開発

されている（金森ら，1998，2007；住吉・田實，2002）．佐野・金田（2010）はポリ乳酸樹脂製テープ（商
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品名：リンロンテープ，東工コーセン株式会社製）をスギの樹幹に巻きつけ，約 20 ヶ月の剥皮害防

止効果があることを確認した．しかしながら，不整形な根張り部分を保護することが難しく，根張り

部分の剥皮回避には効果が認められなかった（佐野・金田，2010）．そこで本研究は，根張り部分を

含めてポリエチレン製ネット（商品名：サプリガード HP-40, 第一工業株式会社製）を造林木の樹幹

に巻きつけ，根張り部分および樹幹部の剥皮害を防止することを試みた．

本文に先立ち，調査地をご提供いただいた菰野生産森林組合，資材提供にご協力いただいた第一工

業株式会社の松本真一氏に厚くお礼申し上げる．

調査地と調査方法

調査は三重県三重郡菰野町大字菰野の 37 年生ヒノキ人工林（3 次メッシュコード 5236-4307，標高

約 270 m）で行った．2009 年 3 月 16 日に同林内に 20 m 四方の方形区を 4 つ設置し，全木にサプリガー

ドを巻きつける試験区（以下，サプリ区）（写真 -1），全木に市販の亀甲金網を巻きつける試験区（以下，

亀甲区）（写真 -2），全木に防除資材を巻きつけない試験区（以下，無処理区），サプリガード，亀甲金網，

無処理を交互に配列した試験区（以下，交互配列区）に割り当てた．試験区内のすべての供試木に番

号をつけ，胸高直径を測定した．各処理区における供試木の本数，胸高直径は表 -1 のとおりである． 

2010 年 2 月 16 日（処理後 11 ヶ月目）と 2010 年 12 月 20 日（処理後 21 ヶ月後）に処理後に新た

に発生した剥皮の有無を記録した．また，2010 年 12 月 20 日には防除資材の劣化・変形についても

あわせて記録した．

調査地におけるシカ密度を推定するために，2010 年 12 月 20 日に試験区の周辺で 50 m のラインを

10 本設置し，5 m おきに 1 m × 1 m の方形区内の糞粒数を計測した．糞粒法によるシカ密度の推定は，

FUNRYU プログラム（岩本ら，2000）を用いて行った．

写真 -1. ポリエチレン製ネット（商品名：サプ
リガード HP-40）の設置状況．根張り部分を含
めて造林木の樹幹に巻きつける．

写真 -2. 亀甲金網の設置状況．根張り部分を含
めて造林木の樹幹に巻きつける．
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考察

糞粒法によって推定された本調査地のシカ密度は約 13 頭 /km2 であり，三重県（2007）が公表して

いる調査地周辺（3 次メッシュコード 5236-4306）のシカ密度約 15 頭 /km2（平成 14 年～ 16 年の平均

値）と同程度であった . したがって，この地域のシカ生息密度は大きく変化しておらず，農林業被害

が大きくならない密度 1 ～ 2 頭 /km2（環境省，2010）を大きく上回っていることから，シカによる

林業被害が発生する恐れが高いといえる .

三重県では，シカによるスギ・ヒノキの剥皮害は根張り部分から発生して，その後樹幹部まで被害

が拡大する傾向がある（佐野・金田，2010）．兵庫県や福岡県でも根張り部分からの剥皮害が確認さ

れており（池田・桑野，2008；池田ら，2010；尾崎，2004），剥皮害の 3 割が根張り部分から樹幹部

へ達することが報告されている（池田ら，2010）．本調査地においても、無処理区や交互配列区の無

処理において，根張り部分の剥皮や根張り部分から樹幹へ拡大した剥皮が確認された。

本研究において，根張り部分を含めてポリエチレン製ネットを樹幹に巻きつけることで，シカによ

る剥皮害を約 21 ヶ月回避できることが明らかとなった．ポリエチレン製ネットは亀甲金網に比べて

資材が変形することがなく，耐久性も高いことも確認できた． 

ポリ乳酸樹脂製テープの樹幹への巻きつけは，施工性や経費の点から有効な防除方法であるが，根

張り部分の保護が難しく（佐野・金田，2010），ポリ乳酸樹脂製テープが劣化・破損した後は根張り

部分の剥皮害が樹幹へ拡大する恐れがある．本研究で用いたポリエチレン製ネットは，耐久性があり

根張り部分の保護も可能であることから，剥皮害を防ぐ上で有効な資材であると考えられた．しかし

ながら，資材単価が造林木 1 本あたり 340 円と他の防除資材に比べて高価なことから，今後さらに安

価な防除資材の開発が望まれる .
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